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平成 24 年６月 12 日 

内閣府公共サービス改革推進室 

 

 

民間競争入札実施事業 

経済産業研修所の管理･運営業務の評価（案） 

 

 

競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18 年法律第 51 号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

 

Ⅰ 事業概要等 

１ 実施の経緯及び事業の概要 

経済産業省の経済産業研修所の施設管理・運営業務（以下、「本業務」という。）

については、公共サービス改革基本方針（平成 19 年 10 月 26 日閣議決定）におい

て、競争の導入による公共サービスの改革に関する法律に基づく民間競争入札（以

下「民間競争入札」という。）を実施することを決定した。これを受けて経済産業

省は、官民競争入札等監理委員会の議を経て定めた「経済産業研修所の管理・運営

業務における民間競争入札実施要項」に基づき、民間競争入札を実施し、受託事業

者を決定した。事業の概要等は以下のとおりである。 

事  項 内  容 

業務内容 

 

 

 

契約期間 

 

受託事業者 

 

 

 

 

契約金額 

経済産業研修所施設の管理・運営に係る業務のうち、点検等及

び保守業務、清掃業務、執務環境測定業務、施設警備及び管理

人業務 

 

平成 22 年４月１日から平成 25 年３月 31 日までの３年間 

 

経済産業研修所の管理・運営業務共同企業体 

 代表者：株式会社山武（平成 24年４月１日、アズビル株式会社に社名変更）

 構成員：株式会社ライジングサンセキュリティーサービス 

     株式会社ビケンテクノ 

 

280,476,000 円（税込） 

確保されるべき

サービスの質 

(1)管理・運営業務の質 

ア 快適性の確保 

・施設利用者アンケートで、設問それぞれについて満足度（「満
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足」及び「ほぼ満足」に該当する回答の割合）が 70％以上

であること。 

イ 品質の維持 

・管理・運営業務の不備に起因する空調の停止、停電、断水

の発生がないこと。 

・管理・運営業務の不備に起因する施設内での人身事故（及

び物損事故）の発生がないこと。 

・管理・運営業務の不備に起因する施設における研修の中断

がないこと。 

 

(2)各業務において確保すべき水準 

ア 点検等及び保守業務 

・自家用電気工作物保安管理 

施設内に設置された自家用電気工作物の維持及び運用に

ついて、電気事業法に基づく保安規程を遵守して、定期的

な点検、測定及び試験、保守を行う。 

・空調設備保守点検、清掃 

施設内に設置された空調設備（ボイラー、吸収冷温水機、

ファンコイルユニット等）の正常運転確保のため、指定さ

れた頻度回数、作業内容に従い点検保守を行う。 

・衛生設備等保守点検、清掃 

施設内に設置された衛生設備（浴槽濾過装置、雑排水槽

等）の正常運転確保のため、指定された頻度回数、作業内

容に従い、点検保守、清掃等を行う。 

・エレベーター設備点検保守 

施設内に設置されたエレベーターの点検（試験）保守を、

仕様書及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築保全

業務共通仕様書」に記載された事項に従って行う。 

・監視制御設備点検保守等 

施設内に設置された監視制御設備の点検保守、及び空調

機等遠方運転監視業務を、仕様書及び「国土交通省大臣官

房官庁営繕部監修建築保全業務共通仕様書」に記載された

事項に従って行う。 

・消防用設備等保守点検 

施設内に設置された消防用設備等の点検保守作業を、消

防法等関係法令を遵守し、仕様書に記載された基準及び要
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領等に従って行う。 

・建築物環境衛生管理技術者業務 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（ビル

衛生管理法）」に基づき環境衛生管理技術者を選任し、建

築物環境衛生管理基準に従い、研修所施設の維持管理が環

境衛生上適正に行われるよう、指導・監督を行う。 

・植栽管理 

施設内の植栽の剪定、刈り込み等の手入れ、除草、消毒、

施肥、花卉の植替えを、樹木の成長過程や枝葉の伸長肥大、

密度の程度を見極めた上で、作業方法や分量、時期を決定

して行う。 

イ 清掃業務 

・毎日清掃 

仕様書に従って、施設内の清掃業務を安全かつ確実に毎

日（頻度や期日を別途定めるものについては当該日）行い、

研修員及び来客に支障の無いように注意して行う。 

・廃棄物収集運搬処分 

施設の生活環境の保全を目的として、事務室、食堂等か

ら排出される廃棄物を指定された集積場から搬出し、関係

法令及び条例を遵守して適正に処理する。 

ウ 執務環境測定業務 

・空気環境測定 

施設内各階等の空気環境測定を、「建築物における衛生

的環境の確保に関する法律」に基づき、仕様書に記載され

た測定点及び測定時期に従い定期的に行う。 

エ 施設警備及び管理人業務 

庁舎及びその周辺の敷地並びにこれらに付随する機械器具

その他装置の秩序の維持及び安全保持等に努め、研修所の円

滑な運営に寄与することを目的とし、警備業法等関係法令を

遵守して研修所施設の警備業務を行う。 

 

２ 受託事業者決定の経緯 

入札参加者は５者であり、提出された企画書について５者とも評価基準を満た

していた。平成 22 年３月３日に開札したところ、４者が予定価格の範囲内であっ

たことから、この４者について総合評価を行い、上記受託事業者が落札者となっ

た。 
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Ⅱ 評価 

１ 評価方法について 

経済産業研修所から提出された平成 22、23 年度（平成 24 年３月 31 日時点）の

実施状況についての報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費等の

観点から、評価を行うものとする。 

 

２ 対象公共サービスの実施内容に関する評価 

（１）管理・運営業務の質 

 ア 快適性の確保 

（ア）実施状況 

      施設利用者を対象に実施した施設環境に関するアンケートの調査結果は

以下のとおりである。 

 ※ アンケートは、研修所の職員及び研修生を対象に年４回（５月、７月、10 月、

２月のそれぞれの１週間）実施。各設問について「満足」、「ほぼ満足」、「やや不

満足」、「不満足」の選択肢から回答。 

 ※ 満足度は、「満足」、「ほぼ満足」の回答の割合を集計。 

 ※ 平成 22 年度のアンケートの対象者数は 379 人、回答者数は 371 人、また平成 23

年度のアンケートの対象者数は 344 人、回答者数は 340 人である。 

 

（イ）評価 

施設利用者を対象に実施した施設環境に関するアンケートの調査結果に

ついては、定量的な指標（設問それぞれについて満足度が 70％以上）を大

きく上回っており、確保されるべき質は十分に達成されていると評価でき

る。 

 

設問区分 定量的な指標 
調査結果（満足度） 

平成 22 年度 平成 23 年度

①宿泊施設の清潔度 設問それぞれに

ついて満足度が

70％以上 

 99％  99％ 

②共用部分（廊下、教室、洗面所等）

の清潔度 
 99％ 100％ 

③施設利用にあたっての安心・信頼度

(受付・警備員の対応等) 
 98％  98％ 

④施設環境等に関する全体的な感想  97％  96％ 

アンケート回収率  97％  98％ 
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 イ 品質の維持 

①管理・運営業務の不備に起因する空調停止、停電、断水の発生（定量的な指標：

発生回数０回）、②管理・運営業務の不備に起因する施設内での人身事故（及び物

損事故）の発生（定量的な指標：発生回数０回）、③その他管理・運営業務に起因

する施設における研修の中断（定量的な指標：中断回数０回）、はいずれもなく、

確保されるべき質は達成されていると評価できる。 

 

（２）各業務において確保すべき水準 

点検等及び保守業務、清掃業務、執務環境測定業務、施設警備及び管理人業務

の各業務について、業務報告書の内容等から、確実かつ適切に実施されていたこ

とが認められ、確保されるべき質は達成されていると評価できる。 

 

（３）民間事業者からの改善提案による改善実施事項 

民間事業者からの改善提案により、以下のような改善が図られている。 

  ア 庁舎施設内工作物に発生した不具合の総合的な解決 

    常駐する管理人（統括責任者）が庁舎施設内工作物の全体像を理解し、不

具合が発生した際の原因を多角的に検証する体制が構築された。 

イ 節電・省エネルギー・省ＣＯ２対策の実施 

  過去データの活用及び現場状況の把握をもとに、空調設備や照明設備の高

効率運転を行い、省エネルギー、省ＣＯ２に資する管理運営を提案、実施し、

不要な稼働を削減した。 

  ウ 災害等緊急時の対応体制強化 

    平成 22 年８月の落雷事故、平成 23 年３月に発生した東日本大震災の対応

を教訓として、緊急時対応マニュアルを見直して提案し、災害等緊急時の対

応体制を再構築するとともに、常駐管理人及び警備業務員を中心とした定期

的な防災訓練を実施した。 

 

３ 実施経費についての評価 

本業務は、平成 22 年４月から平成 25 年３月までの３年間の事業として民間競争

入札を実施し、入札参加者が提出した企画書及び入札金額について、総合評価（除

算方式）を行い、落札者を決定した。 

本業務の契約金額（280,476 千円）の１年当たりの換算額は 93,492 千円であり、

従来の実施に要した経費（平成 19 年度実績）100,310 千円と比べ、6,818 千円（6.8％）

の経費が削減されている。 

ただし、平成 23 年度以後の業務については、総務省による「職員研修施設に関す

る調査」に基づく勧告を踏まえ、宿泊施設等の維持管理経費の節減・有効活用の観
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点から、受託事業者と検討・調整の上、サービスレベルを大きく損なわない範囲内

で変更を行っており、その結果、平成 23 年度の実施経費の実績額は 76,412 千円に

減額され、経費のさらなる節減がなされている。 

 

 従来経費：100,310 千円（平成 19 年度実績） 

  実施経費： 93,492 千円（契約金額の１年当たりの換算額） 

削 減 額：  6,818 千円（削減率 6.8％） 

 

４ 評価のまとめ 

本業務の実施にあたり達成すべき質として設定された「快適性の確保」及び「品

質の維持」について、いずれも確保すべき質は達成されていると評価できる。また、

空調設備や照明設備の高効率運転など省エネルギー、省ＣＯ２に資する管理運営を

提案、実施し、不要な稼働を削減するなど民間事業者の創意工夫が発揮されている。 

本業務の実施経費（契約金額の１年当たりの換算額）は 93,492 千円であり、従来

の実施に要した経費（平成 19 年度実績）100,310 千円に比べ 6,818 千円（6.8％）の

経費が削減されている。なお、総務省の勧告をもとに業務の検討・調整を行った結

果、平成 23 年度の実施経費の実績額は 76,412 千円に減額され、経費のさらなる節

減がなされている。 

 

５ 今後の事業 

民間競争入札の実施により、サービスの質の確保、実施経費の削減がなされてい

ることから、次期事業についても引き続き民間競争入札を実施することにより、民

間事業者の創意工夫を活用した公共サービスの質の維持向上及び経費の削減を図る

ことが必要と考えられる。 

ただし、総務省の勧告をもとに業務の検討・調整を行った結果、経費のさらなる

節減がなされた経緯があったことを踏まえ、次期事業において民間競争入札を実施

する際には、業務の内容について、引き続き十分な精査を行うべきである。さらに、

施設環境に関するアンケートによる満足度が定量的な指標を大きく上回っているこ

と等を踏まえ、確保されるべきサービスの質の一層適切な設定について検討するこ

とが必要である。 

 

以上 
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平成２４年４月２７日 

経済産業省経済産業研修所 

 

 

民間競争入札実施事業 
経済産業研修所の管理・運営業務 実施状況について 

（平成２２年度・２３年度） 
 

 

Ⅰ 事業の概要 

１．委託業務内容 

経済産業省経済産業研修所施設の管理・運営に係る業務のうち、点検等及び保守業務、清掃業

務、執務環境測定業務、施設警備及び管理人業務 

 

２．業務委託期間 

平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日 

 

３．受託事業者 

アズビル株式会社（旧 株式会社山武。平成２４年４月１日より社名変更。）を代表者とする

企業共同体 

（構成：アズビル株式会社、株式会社ライジングサンセキュリティサービス、株式会社ビケン

テクノ） 

 

４．受託事業者決定の経緯 

「経済産業研修所の管理・運営業務における民間競争入札実施要項」及び「入札説明書」に基

づき、入札参加者（５名）から提出された企画書について、実施要項に定める評価委員会におい

て審査した結果、いずれも評価基準を満たしていた。 

入札価格については、平成２２年３月３日に開札した結果、４者が予定価格の範囲内であった

ため、その中で総合評価点の最も高い値であった３．の事業者が落札者となった。 

 

 

別 添 
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Ⅱ 達成すべき質の達成状況及び評価 

各業務 測定指標 評価 

 

快適性の確保 

 
研修員及び研修所職員を対象とした「アンケート」を

年４回（５月、７月、１０月、２月）実施し、回収率は

９５％以上、設問それぞれについて満足度（「満足」及び

「ほぼ満足」に該当する回答の合計割合）が７０％以上

であること。（詳細は別紙参照） 
 
平成２２年度： 
 対象人数 ３７９人 
 回答(回収)人数：３７１人  回収率：９７％ 
 各設問満足度  
  ①→99％ ②→99％ ③→98％ ④→97％ 
 
平成２３年度 
 対象人数 ３４４人 
 回答(回収)人数：３４０人  回収率：９８％ 
 各設問満足度 
  ①→99％ ②→100％ ③→98％ ④→96％ 

 

 

適 

 

 
品質の維持 

 
 管理・運営業務の不備に起因する空調の停止、停電、

断水の発生回数 
 

 
適 

(発生回数 0 回)

 
安全性の確保 

 
 管理・運営業務の不備に起因する当該施設内での人身

事故（及び物損事故）の発生回数 
 

 
適 

(発生回数 0 回)

 
その他 

 
 その他管理・運営業務の不備に起因する当施設におけ

る研修の中断回数 
 

 
適 

(発生回数 0 回)
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Ⅲ 確保すべき水準の達成状況及び評価 

各業務 確保すべき水準 評価 

 

 

 

 

 

 

 

点検等及び保守 

・自家用電気工作物保安管理 
 
施設内に設置された自家用電気工作物の維

持及び運用について、電気事業法に基づく保

安規程を遵守して、定期的な点検、測定及び

試験、保守を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

適 

(業務報告書の

内容等から、

確実かつ適切

に実施された

と 認 め ら れ

る。) 

・空調設備保守点検、清掃 
 
施設内に設置された空調設備（ボイラー、

吸収冷温水機、ファンコイルユニット等）の

正常運転確保のため、指定された頻度回数、

作業内容に従い点検保守を行う。 
・衛生設備等保守点検、清掃 

 
施設内に設置された衛生設備（浴槽濾過装

置、雑排水槽等）の正常運転確保のため、指

定された頻度回数、作業内容に従い、点検保

守、清掃等を行う。 
・エレベーター設備点検保守 

 
施設内に設置されたエレベーターの点検

（試験）保守を、本仕様書及び「国土交通省

大臣官房官庁営繕部監修 建築保全業務共

通仕様書」に記載された事項に従って行う。 
・監視制御設備点検保守等 

 
施設内に設置された監視制御設備の点検保

守、及び空調機等遠方運転監視業務を、本仕

様書及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部監

修 建築保全業務共通仕様書」に記載された

事項に従って行う。 
・消防用設備等保守点検 

 
施設内に設置された消防用設備等の点検保

守作業を、消防法等関係法令を遵守し、仕様

書に記載された基準及び要領等に従って行

う。 
・建築物環境衛生管理技術者業務 

 
「建築物における衛生的環境の確保に関す

る法律（ビル衛生管理法）」に基づき環境衛

生管理技術者を選任し、建築物環境衛生管理

基準に従い、研修所施設の維持管理が環境衛

生上適正に行われるよう、指導・監督を行う。 
・植栽管理 

 
施設内の植栽の剪定、刈り込み等の手入れ、

除草、消毒、施肥、花卉の植替えを、樹木の

成長過程や枝葉の伸長肥大、密度の程度を見

極めた上で、作業方法や分量、時期を決定し

て行う。 
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清掃 

 
・毎日清掃 

本仕様書に従って、施設内の清掃業務を安

全かつ確実に毎日（頻度や期日を別途定める

ものについては当該日）行い、研修員及び来

客に支障の無いように注意して行う。 

 
適 

(業務報告書の

内容等から、

確実かつ適切

に実施された

と 認 め ら れ

る。)  
・廃棄物収集運搬処分 

施設の生活環境の保全を目的として、事務

室、食堂等から排出される廃棄物を指定され

た集積場から搬出し、関係法令及び条例を遵

守して適正に処理する。 

 

執務環境測定 

 
・空気環境測定 

施設内各階等の空気環境測定を、「建築物に

おける衛生的環境の確保に関する法律」に基

づき、仕様書に記載された測定点及び測定時

期に従い定期的に行う。 

 
適 

(業務報告書の

内容等から、

確実かつ適切

に実施された

と 認 め ら れ

る。) 

 

施設警備及び管理人業務 

 
・施設警備及び管理人業務 

庁舎及びその周辺の敷地並びにこれらに付

随する機械器具その他装置の秩序の維持及

び安全保持等に努め、研修所の円滑な運営に

寄与することを目的とし、警備業法等関係法

令を遵守して研修所施設の警備業務を行う。 

適 
(業務報告書の

内容等から、

確実かつ適切

に実施された

と 認 め ら れ

る。) 

 



 

5 
 

 

Ⅳ 実施経費の状況及び評価 

 １．平成２２、２３年度と※1平成１９年度の実施経費 

（単位：円） 

 
 

実 施 経 費 
比較 

(対 19 年度) 
 

備 考 

平成 19 年度 100,310,275    

平成 22 年度（初年度） 93,492,000 ▲6,818,275  

平成 23 年度 76,412,700 ▲23,897,575 ※2契約変更(減額) 

(平成 24 年度）（最終年度） 76,412,700 ▲23,897,575  同上 

実施経費計（３箇年）  246,317,400   

（１箇年平均）  82,105,800 ▲18,204,475  

※1  平成 20 年度及び 21 年度は、耐震改修補強工事のため別館の共用を停止していることから、平成 19 年度経費

を民間競争入札実施前の経費として記載。 
※2  平成 23 年 3 月 30 日付けで業務請負変更契約書を締結。 

（変更事由：総務省行政評価局による「職員研修施設に関する調査」における勧告がなされ、宿泊施設等の維持

管理経費の節減・有効活用を求められたことから、事業者との検討・調整を行い、サービスレベルを大きく損

なわない範囲内での減額変更を行った。(23･24 年度の 2 箇年分)） 

 

２．評価 

運営・管理業務に必要な年間経費を、民間競争入札実施前後で比較すると、6,818,275 円の削

減効果があった。 

※ 契約変更後で見ると 18,204,475 円の削減であるが、変更事由が民間競争入札実施後に発

生した経済産業研修所側の都合を理由としたものであることから、総合評価落札方式による

競争入札の結果（落札額）をもって経費削減効果として評価する。 
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Ⅴ 民間事業者からの改善提案による改善実施事項等 

 １．改善状況等 

①庁舎施設内工作物に発生した不具合の総合的な解決 

民間競争入札実施前には、故障や不具合が発生する度にその箇所のみを対症療法的に修繕す

るに止まり、関連する他の工作物を含む全体での稼働（不具合）状態を的確に管理することが

出来ず、工作物の能力を最大限に活かせないまま施設運営を行っていた。 

実施後は、常駐する管理人（統括責任者）が庁舎施設内工作物の全体像を理解して多角的に

検証する体制が構築されたことにより、目の前の不具合対応のみならず不具合（事故）を未然

に防ぐ観点も備えた包括的な対策が提示されることとなり、庁舎施設全体を効率的かつ効果的

に稼働させる事が出来た。 

 

②節電・省エネルギー・省ＣＯ2 対策の実施 

過去データの活用及び現場状況の把握を元に、建物の特性を考慮した上で空調設備や照明設

備の高効率運転を行い、省エネルギー、省ＣＯ2 に資する管理運営を提案、実施した。 

特に平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に端を発する計画停電、夏期及び冬期の

節電計画を実施するにあたり非常に効果的な取組がなされ、計画目標の達成はもとより、後年

に渡り発生する可能性のあった不要な稼働を削減することが出来た。 

 

③災害等緊急時の対応体制強化 

平成２２年８月に発生した落雷事故、また平成２３年３月に発生した東日本大震災の対応を

教訓として、緊急時対応マニュアルを見直して提案し、経済産業研修所が定める消防計画及び

防災計画と摺り合わせ、人命を第一優先とした対応体制を再構築することが出来た。 

また、常駐管理者及び警備業務員を中心とした防災訓練を定期的に行い、経済産業研修所職

員を含む全員が災害等発生時の行動を確認する機会を多く設けるよう取り組んだ。 

 

④受付・警備業務の品質改善 

契約締結後日々の業務を行うにつれて浮き彫りになった、民間競争入札前から続く従来業務

方法の不効率・不十分な部分について、積極的に改善案の提示がなされ、受付・警備業務の充

実はもとより、経済産業研修所との意思疎通が円滑になり、管理・運営業務の効率を図る事が

出来た。 

また、受付業務においては女性隊員の配置を提案・実施し、来訪者や電話、研修員へのきめ

細やかな応対を実現することで、業務の更なる円滑化に繋がった。 

 

⑤清掃業務 

仕様書で定められた毎日及び定期清掃において、安全かつ確実に遂行したのはもちろんのこ

と、研修実施状況に応じて内容や頻度の調整を積極的に提案し、研修員が快適に生活し、研修

に集中出来る環境を維持し続ける事が出来た。 

また、グラウンドの草刈り作業については、時期（特に夏期）によっては芝及び雑草の伸び
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が著しく、毎月各日曜に一般開放している都合に併せた作業スケジュールを提案・実施し、グ

ラウンド利用者が気持ちよく運動する事が出来た。 

 

 

Ⅵ 全体的な評価 

施設等管理業務を専門とする者が常駐する事で、施設内工作物（自家用電気工作物、空調設備、

照明設備等）の稼働状況を毎日把握し、巡回点検し、不具合等あれば即座に把握・修繕出来るよ

うになったのは非常に大きなメリットであった。 

節電対策や省エネルギー対策を含めた施設の維持・管理業務をより効果的な取組とするためには、

専門知識を有する者が当該施設における構造・特性等を理解した上で行うことが重要であり、国

有財産たる庁舎施設の管理業務をビル管理等を専門とする民間事業者に委ねる事は、国有財産法

に掲げる「国有財産の良好な状態での維持及び保持、用途又は目的に応じた効率的な運用」に大

きく資することから、その効果は非常に大きい。 

また、こうした民間事業者が中心となって形成する企業共同体（ＪＶ）が業務を請け負うことに

よって、総合的な治安秩序が保たれた環境を維持することが可能となり、その結果、文教研修施

設である経済産業研修所が所掌する研修を確実かつ円滑に実施することが出来た。 

 

経費削減の観点からは、前述「Ⅲ 実施経費の状況及び評価」のとおり、民間競争入札実施前後

の比較で 6,818,275 円の経費削減を図ることが出来た。 

なお、本件は総合評価落札方式での競争入札により受託事業者を選定するものであるが、適正な

仕様を設定することにより、今後もサービスと価格のバランスを保持することが重要である。 
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（別 紙） 

施設環境に関するアンケート 

 

研修生の皆様へ 

  【研修名：        研修】 【氏名：         】    

 

経済産業研修所では、施設の効率的管理・運営等を図るため、平成２２年度から管理・

運営業務（電気・機械等設備の点検等及び保守業務、清掃業務、施設警備及び受付業務

等）を一括して民間事業者に委託しています。 

本アンケートは、その成果を評価するために実施するものです。 

研修生各位におかれては、お手数をおかけし恐縮ですが、ご協力方お願いいたします。 

 

 

① 宿泊室の清潔度について 

  

□満足   □ほぼ満足   □やや不満足    □不満足 

 

② 全館共用部分（廊下、教室、洗面所等）の清潔度について 

 

□満足   □ほぼ満足   □やや不満足    □不満足 

 

③ 施設を利用するにあたっての安心・信頼度（受付、警備員の対応等）について 

 

□満足   □ほぼ満足   □やや不満足    □不満足 

 

④ 施設環境等に関する全体的な感想について 

 

   □満足   □ほぼ満足   □やや不満足    □不満足 

 

 

●その他、お気づきの点や改善してほしい（不満と感じた）点等、ご意見がございまし

たら記入して下さい。 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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別 紙 
 

実施アンケート集計結果 （平成 22 年度分） 

 

 

※対象人数及び回収人数は、対象研修員と研修所職員の合計。（研修所職員の人数は括弧書きにて表記。） 

 
※ 

対象

人数 

※ 

回収

人数 

回収

率 

宿泊施設の清潔度 館共用部分の清潔度 
施設利用するにあたっての安心・信頼

度（受付・警備員の対応等） 
施設環境等に関する全体的な感想 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足 

④ 

不満足 

5 月分 73(14) 73(14) 100% 47 25 1 0 55 18 0 0 46 27 0 0 46 25 2 0 

7 月分 119(15) 118(15) 99% 85 33 0 0 88 30 0 0 78 39 1 0 76 39 3 0 

10 月分 79(15) 75(11) 95% 53 22 0 0 50 24 1 0 51 23 1 0 44 30 1 0 

2 月分 108(14) 105(13) 97% 75 30 0 0 76 29 0 0 60 40 3 2 62 38 5 0 

22 年度各評価(%) 70.1 29.6 0.3 0.0 72.5 27.2 0.3 0.0 63.3 34.8 1.3 0.5 61.5 35.6 3.0 0.0 

①＋②合計評価(%) 99.7  99.7  98.1  97.0  
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実施アンケート集計結果 （平成 23 年度分） 

 

 

※対象人数及び回収人数は、対象研修員と研修所職員の合計。（研修所職員の人数は括弧書きにて表記。） 

 

 
※ 

対象

人数 

※ 

回収

人数 

回収

率 

宿泊施設の清潔度 館共用部分の清潔度 
施設利用するにあたっての安心・信頼

度（受付・警備員の対応等） 
施設環境等に関する全体的な感想 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足

③ 

やや不満足

④ 

不満足 

① 

満足 

② 

ほぼ満足 

③ 

やや不満足 

④ 

不満足 

5 月分 59(13) 59(13) 100% 45 14 0 0 47 12 0 0 39 20 0 0 31 25 3 0 

7 月分 131(13) 131(13) 100% 84 47 0 0 89 42 0 0 87 42 2 0 73 51 7 0 

10 月分 67(13) 64(13) 96% 39 22 3 0 43 21 0 0 41 22 1 0 29 35 0 0 

2 月分 87(13) 86(13) 99% 72 14 0 0 74 12 0 0 69 14 3 0 63 21 2 0 

23 年度各評価(%) 70.6 28.5 0.9 0.0 74.4 25.6 0.0 0.0 69.4 28.8 1.8 0.0 57.6 38.8 3.5 0.0 

①＋②合計評価(%) 99.1  100.0  98.2  96.5  
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